
 

 

第 2 回 令和 7 年度交付奈良市文化振興補助金交付審査部会会議録 

開催日時 令和 6 年 12 月 13 日（金）午後 3 時から午後 5 時半まで 

開催場所 奈良市役所 北棟２階 202 会議室 

出 席 者 

委 員 萩原部会長、上田部会員、関根部会員、山下部会員 

事務局 文化振興課：吉川課長補佐、荒益課長補佐、徳山総務係長、瀬川 

開催形態 
公開 

（一部非公開） 

(非公開の理由) 奈良市情報公開条例第 29 条第 1 項第 3 号 

非公開の具体的な理由等  

補助金の交付要望があった事業の審査・採点を行うため。  

議  題 令和 7 年度交付 奈良市文化振興補助金二次審査 

決定事項 

・都市文化推進支援事業（広域参加型）について、要望があった 6 事業を

審査し、6 事業すべてを交付候補事業とすることを決定した。 

・都市文化推進支援事業（国際発信型）について、要望があった 1 事業を

審査し、交付候補事業とすることを決定した。 

議事の概要 

１ 令和 7 年度交付奈良市文化振興補助金 都市文化推進支援事業 二次審査について 

 奈良市文化振興補助金交付審査要領第 4 条に基づき、採点を行った。結果は以下のと

おり。 

 ・都市文化推進支援事業（広域参加型）について、要望があった 6 事業を審査し、6

事業すべてを交付候補事業とすることを決定した。 

 ・都市文化推進支援事業（国際発信型）について、要望があった 1 事業を審査し、交

付候補事業とすることを決定した。 

２．部会員からの意見 

（応募団体、事業に関する意見） 

・公金を補助する以上、公益性のある事業を開催することが重要である。「自分たちがや

りたい事業のため」ではなく、「奈良市民のため／奈良という都市のため」に補助金が

支払われるということを意識してもらいたい。 

 

・特に初めて申請される方は、開催事業が補助金の趣旨と合致しているかどうか等、要

望書の提出前に文化振興課に聞いてもらいたい。 

 

・奈良市民への知名度が低く事業が開催されていることを知らない人が多いので、SNS

等を活用しより多くの市民へアピールする必要がある。 

 

・今後の事業継続のため、人材育成が重要である。難しい課題ではあるが解決に向けて 

 行動していただきたい。 

 

 

 



 

 

 

・他県や他国の資源を活用するのではなく、可能な限り奈良の資源を活用してほしい。 

 

・事業内容によるが、近年海外からの観光客が急増しているため、そういった人たちを

呼び込む方策を考える必要がある。 

 

・奈良市民が海外のアーティストやインフルエンサーと交流することで、奈良市民が海

外に向けて発信する力を身に付け、都市文化の推進に資するのではないか。 

 

 

 

 


